
【活動状況 令和８年第 22号】 

ＫＲＰフェス 2026におけるサイバーセキュリティ対策セミナーの開催 

 

令和８年７月 24日、25日の２日間にわたり、京都リサーチパークにおいて、さまざまな企業・

大学・公的機関が「人」「まち」「技術」をテーマにイベント等を行うＫＲＰフェス 2026 が開

催され、24日に、組織のセキュリティ対策を強化するための「４つの鍵（防犯・技術・保険・認

証）」をテーマに、各分野の専門家である京都府警察、京都高度技術研究所（ＡＳＴＥＭ）、あ

いおいニッセイ同和損害保険株式会社、アムティーボ・ジャパン株式会社が対面とオンラインで

のハイブリッド形式のセミナーを開催しました。 

         

京都府警察サイバー対策本部サイバー企画課サイバー対策官による開会挨拶 

 

 

【１つ目の鍵『防犯』】 

演題：サイバー犯罪の現状と対策 

  講師：京都府警察サイバー対策本部サイバー企画課官民連携推進係長 

      

  １つ目の鍵である防犯に関するセミナーでは、 

１ サイバー空間をめぐる情勢 

２ 今知っておくべきサイバー犯罪の手口 

（サプライチェーン攻撃、サポート詐欺、フィッシング、ビジネスメール詐 

欺、ランサムウェア） 

３ 情報セキュリティ対策の基本 

４ 当府警の取組 

について説明しました。 



  
 

 【２つ目の鍵『技術』】 

演題：攻撃側もＡＩを使う時代に 守る側はどう動くか 

～中小企業が今すぐ始められる現実的な備え～ 

  講師：公益財団法人京都高度技術研究所（ＡＳＴＥＭ）研究開発本部 

名東 た夏 氏 

 

  ２つ目の鍵である技術に関するセミナーでは、 

１ 攻撃側の進化～ＡＩで進化する攻撃と中小企業の被害実態～ 

２ 視点①ＡＩで守る～無料・低価格で使えるＡＩ防御と実践例～ 

３ 視点②ＡＩを守る～社内のＡＩ利用に潜む落とし穴とルール作り 

４ まとめ～今日からできること～ 

について説明しました。 

 

 



【３つ目の鍵『保険』】 

演題：実被害から考えるセキュリティ対策～事後対策の重要性～ 

  講師：あいおいニッセイ同和損害保険株式会社 京都支店 山本 恭輝 氏 

      

  ３つ目の鍵である保険に関するセミナーでは、 

１ サイバー攻撃は身近！ 

サイバー攻撃のハナシ 

２ サイバー攻撃を受けるとお金がかかる！ 

被害額のハナシ 

３ サイバー攻撃の対策は事後対策も重要！ 

対策のハナシ 

４ サイバー保険の必要性 火事は１１９番、サイバー攻撃は？ 

  金銭的な補償だけではないサイバー保険 

について説明しました。 

 

 

【４つ目の鍵『認証』】 

演題：英国政府サイバーセキュリティ認証サイバーエッセンシャルズについて 

  講師：アムティーボ・ジャパン株式会社 日本統括マネージャー 木下 淳 氏 

      

  ４つ目の鍵である認証に関するセミナーでは、 

１ 最近のサイバー攻撃状況 

２ サイバー攻撃の種類 

３ サイバー攻撃から組織を守る英国基準 

     サイバーエッセンシャルズ 

４ サイバー攻撃から組織を守る管理策 

について説明しました。 



 

聴講者から、 

・ 実際の数字で見せてもらえたこと、事例を教えてもらい、京都でも被害が出ていること

が分かりました。（京都府警察講演の感想） 

・ セキュリティ対策はＡＩで守るという点しかないと思っていましたが、ＡＩを守る点も

あるというのが学びになりました。（京都高度技術研究所講演の感想） 

・ 被害が疑われたときに対応するオペレータが 365 日稼働していることを知りました。

（あいおいニッセイ同和損害保険株式会社講演の感想） 

・ 世界基準でのセキュリティという点で規模感もですが安心感もあり説得力がありまし

た。（アムティーボ・ジャパン株式会社講演の感想） 

等の反響をいただきました。 

 

【セミナー講師派遣ページについて】 

 当ホームページでは、セミナーなどへの講師派遣依頼も受け付けております。 

 サイバーセキュリティに関するセミナー開催等をご検討中の方は、ぜひご活用ください。 

 

▽講師派遣に関する詳細▽ 

 https://www.ksisnet.kyoto/executive/dispatch/ 


